
県政
トピックス鹿児島県からのお知らせ

8
月
11
日（
木
）〜
10
月
10
日（
月
）

8
月
12
日(

金)

　

★
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
フ
ェ
ア“
か
ご
し
ま
”＆

　
県
内
就
職
合
同
面
接
会

8
月
19
日(

金)
　
南
九
州
西
回
り
自
動
車
道

　
建
設
促
進
鹿
児
島
県
大
会

8
月
22
日(
月)

★
か
ご
し
ま
生
ま
れ
カ
ン
パ
チ
種
苗
出
荷
式

8
月
26
日(

金)

　
稀
少
野
生
動
植
物
保
護
協
定
調
印
式

　
お
よ
び
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル

8
月
26
日(

金)

　
平
成
23
年
度
献
血
功
労
者
表
彰
式

8
月
30
日(

火)

★
第
13
回
日
中
韓
３
か
国
地
方
政
府
交
流
会
議

9
月
2
日(

金)

★
が
ん
征
圧
全
国
大
会

9
月
2
日(

金)

　
第
20
回
暴
力
追
放
県
民
大
会

9
月
2
日(

金)

　
錦
江
湾
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦・秋
の
部

9
月
3
日(

土)

　
福
岡
ー
釜
山
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
１

　
鹿
児
島
交
流
会

9
月
5
日(

月)

・6
日(

火)

★
知
事
と
与
論
の
未
来
を
語
ろ
会

　
知
事
と
沖
永
良
部
の
未
来
を
語
ろ
会

9
月
8
日(

木)

★
鹿
児
島
県
く
ら
し
安
全・安
心
県
民
大
会

9
月
9
日(

金)

　
障
害
者
雇
用
支
援・激
励
大
会

9
月
9
日(

金)

　
第
28
回
全
国
都
市
緑
化
か
ご
し
ま
フ
ェ
ア

　
実
行
委
員
会
第
４
回
総
会

9
月
15
日(

木)

★
百
歳
以
上
の
生
き
が
い
生
活
実
践
者
訪
問

9
月
23
日(

金)

★
Ｈ
ー
Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
19
号
機
打
ち
上
げ

10
月
1
日(

土)

　

　
県
難
病
相
談・支
援
セ
ン
タ
ー
開
設  

10
月
3
日(

月)

　

　
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
ツ
リ
ー
設
置
セ
レ
モ
ニ
ー  

鹿
児
島
県
内
へ
の
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者
と
来
春

卒
業
予
定
の
学
生
を
含
む
県
内
の
求
職
者
を
対
象

と
し
た
就
職
面
接
会
を
、城
山
観
光
ホ
テ
ル
で
、鹿

児
島
労
働
局
お
よ
び
県
内
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
共
同

で
開
催
し
た
。

こ
の
面
接
会
は
、「
ふ
る
さ
と
の
人
材
が
ふ
る
さ

と
で
活
躍
で
き
る
こ
と
」を
目
的
に
、平
成
３
年
か

ら
夏
の
帰
省
時
期
を
考
慮
し
て
８
月
の
お
盆
前
に

開
催
し
て
い
る
も
の
で
、平
成
12
年
か
ら
は
県
内

の
求
職
者
を
対
象
と
す
る
県
内
就
職
合
同
面
接
会

を
同
時
開
催
し
て
い
る
。

当
日
は
、85
社
の

企
業
と
３
８
７
人
の

来
場
者
が
あ
り
、就

職
面
談
や
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
よ
る
職
業

相
談
、農
林
水
産
業

へ
の
就
労
相
談
な
ど

が
行
わ
れ
た
。

垂
水
市
の
県
種

苗
生
産
施
設
で
本
年

４
月
か
ら
生
産
を
開

始
し
た
カ
ン
パ
チ
稚

魚
が
順
調
に
成
長
し
、

出
荷
サ
イ
ズ
に
な
っ

た
こ
と
か
ら
、漁
業

関
係
者
な
ど
約
50
人
の
出
席
の
も
と
、初
出
荷
を

祝
い
、出
荷
式
を
行
っ
た
。

出
荷
式
で
は
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
後
、拍
手
で
種
苗

を
積
ん
だ
活
魚
ト
ラ
ッ
ク
を
見
送
っ
た
。

当
日
出
荷
し
た
種
苗
は
、全
長
10
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
、約
７
万
尾
で
、か
ご
し
ま
Ｊ
Ｆ
販
売
株
式
会

社
が
根
占
港
の
海
上
い
け
す
で
20
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
以
上
の
大
型
種
苗
に
育
成
し
た
後
、カ
ン
パ
チ

養
殖
漁
業
者
に
供
給
さ
れ
る
。

かごしま生まれカンパチ種苗出荷式
８月２２日(月)

ＵＩターンフェア“かごしま”＆県内就職合同面接会
８月１２日(金)

★は写真入りで紹介
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日
本
、中
国
、韓
国
の
３
カ
国
の
地
方
政
府
間

の
国
際
交
流・協
力
促
進
を
目
的
と
し
た「
第
13

回
日
中
韓
３
か
国
地
方
政
府
交
流
会
議
」が
韓
国

全
羅
北
道
で
開
催
さ
れ
、３
カ
国
か
ら
約
５
０
０

人
が
参
加
し
た
。本
県
か
ら
は
伊
藤
知
事
が
会
議

に
参
加
し
、「
地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
東
北
ア

ジ
ア
の
地
方
政
府
間
の
交
流
活
性
化
」を
テ
ー
マ

に
３
カ
国
の
地
域
間
の
相
互
利
益
を
図
る
た
め

の
関
係
構
築
の
必
要
性
や
、九
州
新
幹
線
の
全
線

開
業
に
よ
り
九
州
と
中
国・韓
国
を
結
ぶ
東
ア
ジ

ア
の
高
速
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
さ
ら
に
充
実
し

た
こ
と
な
ど
に
つ
い

て
発
表
す
る
と
と

も
に
、豊
か
な
自
然

や
食
、伝
統
工
芸
や

観
光
地
な
ど
本
県

の
魅
力
を
大
い
に

Ｐ
Ｒ
し
た
。

伊
藤
知
事
が
県
民
と
の
直
接
対
話
を
行
う「
知

事
と
語
ろ
会
」の
一
環
と
し
て
、「
知
事
と
与
論
の

未
来
を
語
ろ
会
」お
よ
び「
知
事
と
沖
永
良
部
の
未

来
を
語
ろ
会
」を
与
論
町
お
よ
び
和
泊
町
に
お
い

て
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
た
。

会
で
は
、島
の
発
展
を
担
う
若
手
の
方
（々
与
論

は
７
人
、沖
永
良
部

は
９
人
）が
、日
ご
ろ

の
経
験
や
取
り
組
み

に
基
づ
き
、地
域
の

現
状
や
課
題
な
ど
に

つ
い
て
、知
事
と
熱

心
に
意
見
交
換
し
た
。

「
が
ん
征
圧
の
思
い 

つ
な
げ
よ
う
薩
摩
か
ら
」を

テ
ー
マ
に
、が
ん
に
対
す
る
正
し
い
知
識
の
徹
底
と

早
期
発
見
の
た
め
の
集
団
検
診
の
普
及
、対
が
ん
運

動
組
織
の
強
化
を
図
る
た
め「
２
０
１
１
年
度
が
ん

征
圧
全
国
大
会
」が
宝
山
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
、が
ん
検
診
の
普
及
、啓
発
な
ど
対
が

ん
活
動
に
長
年
取
り
組
ん
だ
個
人・団
体
が
表
彰

さ
れ
た
。

ま
た
、自
ら
も
子
宮
頸
が
ん
を
体
験
し
、が
ん
啓

発
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
女
優
の
仁
科

亜
季
子
さ
ん
が「
元
気
な

明
日
の
た
め
に
～
が
ん
に

負
け
な
い
」と
題
し
て
記

念
講
演
を
行
い
、会
場
に

詰
め
か
け
た
約
１
７
０
０

人
の
観
客
が
真
剣
な
表
情

で
耳
を
傾
け
た
。

与論の未来を語ろ会 沖永良部の未来を語ろ会

がん征圧全国大会
９月２日(金)

第13回日中韓３か国地方政府交流会議

知事と与論の未来を語ろ会
知事と沖永良部の未来を語ろ会

８月３０日(火)

９月５日(月)・６日(火)
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広
く
県
民
の
防
犯

お
よ
び
交
通
安
全
意

識
、犯
罪
被
害
者
に

対
す
る
支
援
意
識
の

高
揚
を
図
り
、県
民

総
ぐ
る
み
で
犯
罪
お

よ
び
交
通
事
故
を
未

然
に
防
止
す
る
と
と
も
に
、犯
罪
被
害
者
を
思
い

や
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
た「
鹿
児
島
県
く
ら
し
安
全・安
心
県
民
大

会
」が
県
庁
講
堂
で
開
催
さ
れ
た
。

大
会
で
は
、防
犯
お
よ
び
交
通
安
全
功
労
者
な

ど
の
表
彰
、防
犯・交
通
事
故
防
止
寸
劇
、犯
罪
被

害
者
の
手
記
朗
読
の
ほ
か
、鹿
児
島
市
立
大
龍
小

学
校
６
年
生
に
よ
る「
く
ら
し
安
全・安
心
宣
言
」

が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、大
会
終
了
後
、関
係
団
体
に
よ
る「
防
犯

お
よ
び
交
通
安
全
街
頭
パ
ト
ロ
ー
ル
」が
実
施
さ

れ
た
。

三
菱
重
工
業
株
式
会
社
お
よ
び
独
立
行
政
法

人
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構（
J
A
X
A
）は
、９

月
23
日
午
後
１
時
36
分
、南
種
子
町
の
種
子
島
宇

宙
セ
ン
タ
ー
か
ら
、Ｈ
ー
Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
19
号
機
を

打
ち
上
げ
、情
報
収
集
衛
星
光
学
４
号
機
を
所
定

の
軌
道
に
投
入
し
た
。

Ｈ
ー
Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
は
、今
回
で
13
機
連
続
打
ち

上
げ
に
成
功
し
、成
功
率
は
９４
．７
％
と
な
り
、世

界
最
高
水
準
と
な
っ
た
。

今
年
度
、種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
で
は
、Ｈ
ー
Ⅱ

Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
や
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
補
給
機「
こ
う

の
と
り
」(

Ｈ
Ｔ
Ｖ) 

を
搭
載
し
た
Ｈ
ー
Ⅱ
Ｂ
ロ
ケ
ッ

ト
の
打
ち
上
げ
が
予
定
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、内
之

浦
宇
宙
空
間
観
測
所
か
ら
は
、観
測
ロ
ケ
ッ
ト
の

打
ち
上
げ
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

９
月
15
日
の
老
人
の
日
、高
齢
者
の
生
き
が
い

づ
く
り
な
ど
の
推
進
に
関
す
る
県
民
の
意
識
高
揚

を
目
的
に
、伊
藤
知
事
が
、鹿
児
島
市
在
住
の
末
吉

正
彦
さ
ん（
１
０
０
歳
）を
訪
問
し
た
。

知
事
は
、末
吉
さ
ん
が
今
年
の
６
月
、「
九
州
新

幹
線“
百
日
祝
い
”出
発
式
」の「
一
日
駅
長
」を
務

め
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
、「
お
か
げ
で
新
幹
線
も

好
調
で
す
。県
内
最
高
齢
を
目
指
し
て
、こ
れ
か
ら

も
お
元
気
で
」と
激
励
し
た
。

若
い
頃
か
ら
詩
吟
を
し
て
い
る
末
吉
さ
ん
は
、

知
事
と
の
懇
談
の
中

で
、得
意
の
歌（「
天

然
の
美
」）を
披
露
し
、

「
ま
す
ま
す
健
康
に

気
を
つ
け
、家
族
や

み
ん
な
と
仲
よ
く
過

ご
し
た
い
」と
お
礼

を
述
べ
た
。

鹿児島県くらし安全・安心県民大会

Ｈ−ⅡＡロケット19号機打ち上げ

百歳以上の生きがい生活実践者訪問

９月８日(木)

９月２３日(金)

９月１５日(木)
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